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Project 

㉞ 
地域協働専攻 

地域環境科学グループ 

地域プロジェクト （令和3年度前期～令和3年度後期）  

数学を楽しむワークショップ・プロジェクト 

【メンバー】 [学   生] 村田 楓/上西 風輝/大西 力斗/北島 由雅/泉 諒介 

                                佐々木 悠太/佐藤 亮介/小松 晃太郎/小國 壱成/最上 加奈子 

[担当教員] 青木 昌雄 

 

【背景】 

「小学生や中学生、その保護者など地域の方々にとって数学が興味や関心を持ちにくいものとなっている」

という課題をこのプロジェクトで改善する。 

 

【目的】 

数学を題材としたワークショップを通して小学生・中学生・高校生、その他の幅広い年齢層の方々に数学に

興味を持ってもらう。今回は小学校低学年を対象に活動を行った。 

 

【概要】 

5月に発足し、前期では8月にオンライン開催される「はこだて国際科学祭」へのコンテンツ出展に向けて6月

に出展する動画の内容検討、7月から8月頭にかけて動画撮影、編集を行った。後期では1月13日に小学校低

学年を対象とした算数と関連した内容の第1回ワークショップをはこだてみらい館にて実施した。 

 
【プロセスと成果】 

前期は、新型コロナウイルスの影響により対面でのワークショップの実施ができなかったため、8月にオンラ

イン開催される「はこだて国際科学祭」へ「楽しい算数！図形パズル！」という名称で動画出展を行った。動画

では、正方形をいくつかに切り分けたパーツを組み替えて、様々な形を作る「タングラム」と、1つの図形を切り

分け、「合同」な形を作る「合同分割パズル」の2つのゲームを扱った。動画作成にあたって、動画内での説明

や使用する材料について子どもたちの視点に立って考えながら準備を進めることができた。例えば、動画作成

にあたってカラーコピーデータを添付することで動画を見ながら一緒に取り組むことや、難しい言葉の使用を

控えることなど「実際に子どもたちが手を動かして体験する」という点を意識して工夫を行った。 

後期は、新型コロナウイルスの感染対策を行いつつ、1月13日に前期で扱った2つのゲームを基にしたワー

クショップ「楽しい算数！図形パズル！」を企画・運営した。今回は、はこだてみらい館様に場所をお借りし、事

前打ち合わせでは、施設内での設備や今後のスケジュールの確認、リハーサルなど入念な準備を行った。新

型コロナウイルス感染症対策としてゲームごとにブースを設け、それぞれ定員を同時に4人までとすることや使

用する材料の工夫を行った。はこだてみらい館様のご協力もあり、当日はタングラムでは17名、合同分割パズ

ルでは18名の参加があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ワークショップの様子（タングラム）】 【前期で作成した動画（合同分割パズル）】 
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【総括と反省・今後の課題】 

前期では、例年にない「動画」という形態で実施したため初めは何から手をつければよいのかわからずにい

たが、担当教員である青木昌雄先生からの助言もいただき無事に動画を出展することができた。また、動画

編集や動画で使用する材料の準備に時間が予想以上にかかってしまったため長期的な視点で計画を立てる

べきであったと感じた。 

 

後期では、前期の反省を踏まえワークショップの内容検討や道具や冊子など使用する物の作成について計

画的に実行することができた。ワークショップに対する反省点として良かった点は「新しく導入したスタンプカー

ドによって子どもたちの意欲を高めることができた」「タングラムでは子どもたちの様子を見て適切なヒントを提

示することができた」「子どもたちとの接し方について気を付けることができた」などが挙げられ、改善点とし

て、「平行四辺形のように授業で習っていない図形を扱う際に子どもたちが扱いに困っている様子が見受けら

れた」「合同分割パズルではルール説明や難しい問題に対してのヒントの与え方などをわかりやすく伝えるこ

とができなかった」などが挙げられた。今年度は、前期後期を通して一つの題材について取り組んできたが、

実施形態を問わずメンバー全員で算数・数学について深く考え、参加する子どもたちの立場を考慮することが

できたからこそ充実したワークショップになったのではないかと考える。 

 

今後の課題として、「より多くの人に算数・数学の面白さを伝えることができるのか」を考えていくことが挙げ

られた。今回は算数・数学に興味を持っている子どもが多かったため、算数・数学に苦手意識を持っている子

どもに対しても取り組みやすく興味を持ってもらえるような説明や内容の改良ができたのではないかと考える。

また、大学生が想定していなかった答えが子どもたちから導き出される場面もあった。そのような場面におい

てゲームが果たす意義や算数・数学の面白さを伝える技術があればより効果的なのではないかと考えたた

め、来年度以降はその点も意識して企画・運営に臨んでほしいと考えた。 

【地域からの評価】 

ワークショップを通して、参加した子どもたち

が楽しそうに問題に取り組んでいる様子や問

題が解けた際に嬉しそうにしている様子が見

受けられた。また、保護者からは「子どもが楽し

そうに取り組んでいる様子を見ることができて

良かった」「家でもやってみます」と感想をいた

だいた。 

はこだてみらい館の職員の方からは学生に

対して「話し方が明るく、やる気を感じた接し方

であった」と感想をいただいた。また、「タングラ

ムと合同分割パズルの名称を一目で分かるよ

うな名称にした方がよいかもしれない」と意見を

いただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他】 

年間スケジュール 

前

期 

 5月 
プロジェクト発足 

前期の活動内容考案 

 6月 前期ワークショップの内容検討 

 7月 
動画撮影、編集の実施 

地域プロジェクト中間発表会 

 8月 
「はこだて国際科学祭」への動画出展 

後期ワークショップ開催に向けた企画会議 

後

期 

10月 後期ワークショップの内容検討 

11月 
ワークショップの準備 

はこだてみらい館での打ち合わせ（第1回） 

12月 
ワークショップの準備 

はこだてみらい館での打ち合わせ（第2回） 

 1月 

はこだてみらい館にてワークショップ開催 

成果発表会に向けての準備 

地域プロジェクト成果発表会 

 2月 報告書の作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


